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ミス等を発見された方は報告していただけると幸いです。 
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大気有害物質特論 
 
問1 金属の製錬及び製品の製造とその過程で発生する有害物質との組合せとして、誤っ

ているものはどれか。 
（製錬・製造）     （有害物質） 

(1) りん酸肥料の製造     塩素 
(2) 亜鉛の製錬        カドミウム 
(3) アルミニウムの製錬    ふっ化水素 
(4) 鉛蓄電池の製造      酸化鉛 
(5) 有機塩素化合物の製造   塩化水素 

 
 

問2 ふっ素化合物に関する記述として、誤っているものはどれか。 
(1) ふっ素は水素と爆発的に化合してふっ化水素となる。 
(2) ふっ化水素は常温では無色の発煙性の気体である。 
(3) ふっ化水素酸水溶液は強酸である。 
(4) ガラス製品の製造で、蛍石を用いる場合は、ふっ化水素の発生源となる。 
(5) ガラス表面の腐食操作には、ふっ化水素酸及びふっ化水素酸アンモニウムを主成分
とする腐食液が用いられる。 

 
 
問3 有害物質のガス吸収処理に関する記述として、誤っているものはどれか。 

(1) ガスの水への溶解では、水に比較的溶けにくいガスの場合、ヘンリーの法則が成立
する。 

(2) 酸素の水への溶解度は、塩化水素のそれよりも小さい。 
(3) ふっ化水素の水酸化ナトリウム水溶液への吸収は、化学吸収である。 
(4) ガス吸収装置においては、ガスと液体の接触面積を大きくすることが重要である。 
(5) 充塡塔は、ガス分散形の吸収装置の一つである。 
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問4 ガス吸収における二重境膜説に関する記述中、下線を付した箇所のうち、誤ってい

るものはどれか。 
気相と液相の接する(1)界面に沿って、ガス側にも液側にも乱れのない薄い境膜が形成

され、物質移動を(2)促進する。この境膜内の物質移動の(3)推進力はガス本体と界面の

被吸収物質の(4)分圧の差、及び界面と液本体の溶質の(5)濃度差である。 
 

 
問5 ガス吸着に関する記述として、誤っているものはどれか。 

(1) 被吸着物質の分圧が下がると、吸着量は増加する。 
(2) 被吸着物質の温度が上昇すると、吸着量は減少する。 
(3) 吸着剤の比表面積は大きく、一般的には 100m2/g以上ある。 
(4) 活性炭は、炭素数の大きい炭化水素を吸着しやすい。 
(5) 吸着処理の長所は、被処理ガスの濃度変動に対応できることなどである。 

 
 
問6 次の記述に該当する特定物質はどれか。 

刺激臭を持った気体である。反応性に富み、また重合しやすい。気体密度1.34kg/m3N、

空気に対する比重は 1.04 である。空気との混合物は極めて爆発性が高く、特定物質の
中で最も爆発限界が広い。 
(1) シアン化水素 
(2) ホルムアルデヒド 
(3) ふっ化水素 
(4) 塩化水素 
(5) ホスフィン 

 
 
問7 事故時の措置として、水酸化カルシウム又は炭酸ナトリウムの散布によって、中和

又は吸収できる特定物質として、誤っているものはどれか。 
(1) ふっ化水素 
(2) シアン化水素 
(3) 塩素 
(4) 塩化水素 
(5) 硫酸 
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問8 JISによる排ガス中の塩素分析方法に関す都記述として、誤っているものはどれか。 
(1) 塩素を吸収液に吸収させ、得られる発色液の吸光度を測定する方法である。 
(2) 吸収液として、3種類がある。 
(3) 試料ガス中に共存する二酸化硫黄は、測定に影響を及ぼす。 
(4) o –トリジン吸光光度法では、生成する赤色溶液の吸光度を測定する。 
(5) 検量線の作成には、次亜塩素酸ナトリウムを用いる。 

 
 

問9 JIS のイオンクロマトグラフ法による排ガス中の塩化水素の分析に関する記述とし
て、誤っているものはどれか。 

(1) 吸収液には水を用いる。 
(2) 電気伝導度検出器を用いて検出する。 
(3) 亜硝酸イオン、硝酸イオン、硫酸イオンも同時に定量できる。 
(4) 定量範囲以下の塩化物イオン濃度の測定では、濃縮カラムを用いる。 
(5) 他のハロゲン化物が微量でも共存すると、その影響を受ける。 

 
 
問10 JISによる排ガス中のカドミウム分析方法に関する記述として、誤っているものはど

れか。 
(1) フレーム原子吸光法では、試料溶液をアセチレン‐空気フレーム中に噴霧して、カ
ドミウムを原子化する。 

(2) 電気加熱によってカドミウムを原子化し、その原子吸光を測定する方法がある。 
(3) 誘導結合プラズマ中に試料溶液を噴霧し、カドミウムによる発光を利用して定量す
る方法がある。 

(4) フレーム原子吸光法では、光源としてほとんどカドミウム中空陰極ランプが使用さ
れる。 

(5) フレーム原子吸光法では、共存する塩化ナトリウムによる干渉は、ほとんど無視で
きる。 
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解答 
 
大気有害物質特論 
問 1(1) 問 2(3) 問 3(5) 問 4(2) 問 5(1) 問 6(2) 問 7(2) 問 8(4) 問 9(5) 問 10(5) 
 
この過去問は「ひろ」様が提供してくださったものを参考に作成しました。 
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